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■
消
防
団
の
役
割

　

消
防
署
の
職
員
と
一
緒
に
、
消
火
活
動
や
救

助
活
動
な
ど
、
地
域
と
密
着
し
た
活
動
を
し
ま

す
。
ま
た
、
山
火
事
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
人
手
が
必
要
な
と
き
に
は
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
大
き
な
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
す
。

■
消
防
団
の
活
動

❶
建
物
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
、
消
防
署
と

　

協
力
し
て
消
火
活
動
を
行
う
。

❷
台
風
・
大
雨
・
地
震
・
山
崩
れ
な
ど
の
自
然

　

災
害
の
と
き
に
、
危
険
箇
所
の
警
戒
や
住
民

　

の
避
難
誘
導
を
行
う
。

❸
火
災
多
発
期
の
特
別
警
戒
、
訓
練
大
会
な
ど

　

へ
の
参
加
、
住
宅
防
火
指
導
な
ど
を
行
う
。

■
消
防
団
員
が
減
っ
て
い
ま
す
！

昭
和
40
年
と
比
べ
る
と
、
全
国
的
に
団
員
数

が
約
27
％
も
減
少
し
ま

し
た
。
現
在
、
市
内
で

も
約
1
8
0
人
不
足
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
今
後
予
想
さ
れ

る
巨
大
地
震
な
ど
の
大

災
害
の
と
き
に
対
応
で

き
る
か
心
配
さ
れ
ま
す
。

■
消
防
団
員
に
な
る
要
件

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
人
で
、
身

体
の
丈
夫
な
人

※
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
消
防
総
務
課
、
ま
た

　

は
、
最
寄
り
の
各
消
防
分
団
ま
で
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

富
士
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

　

多
く
の
消
防
団
員
が
被
雇
用
者
の
た
め
、
消

防
団
員
を
雇
用
す
る
事
業
所
の
消
防
団
活
動
へ

の
理
解
と
協
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
勤
務
時
間
中
の
消
防
団
活
動
へ
の

理
解
や
入
団
促
進
な
ど
、
事
業
所
の
消
防
団
へ

の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
る

よ
う
、
富
士
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
認
定
の
要
件

・
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
相
当
数
入
団
し

　

て
い
る

・
消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る

　
　

認
定
さ
れ
た
事
業
所

　

や
団
体
に
、
消
防
団
協

　

力
事
業
所
表
示
証
を
交

　

付
し
ま
す
。
消
防
団
協

　

力
事
業
所
表
示
証
は
、
事
業
所
の
敷
地
や
建　

　

物
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
、
ウ
ェ
ブ
サ　

　

イ
ト
な
ど
に
掲
載
で
き
ま
す
。

消
防
団
は
あ
な
た
の
「
力
」
を
求
め
て
い
ま
す
！

富
士
市
消
防
団
員
募
集

地
域
の
安
全
を
守
る
消
防
団
員
。
東
日
本
大
震
災
の
際
に

は
、
消
防
団
員
の
力
で
多
く
の
人
が
救
わ
れ
ま
し
た
。
あ
な

た
も
消
防
団
の
一
員
に
な
り
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
？

消防団協力
事業所表示証

太陽光発電設備の設置を抑制します
富士・愛鷹山麓地域の自然環境の保全と景観・眺望保護のため

  問い合わせ　環境総務課　155-2902　551-0522

◆対象となる事業
　太陽光発電設備の設置に係る土地利用事業
◆対象となる区域
　富士・愛鷹山麓地域環境管理計画の対象区域
◆自粛を要請する土地　
①国道469号以北に存する土地（富士山の世界遺産登録
　における緩衝地帯）
②国道469号以南に存する土地で、次のいずれかに該当
ア）富士・愛鷹山麓地域環境管理計画策定時（平成3年）
　　に土地の利用状況が山林であった土地
　※ただし、都市計画法上の開発行為の許可及び富士市
　　土地利用事業の適正化に関する指導要綱に基づく承
　　認を受けた土地、森林法に定められた伐採調書（小規
　　模林地開発）が既に提出済みの土地は除きます。
イ）現況が山林の土地
③　廃棄物処分場の跡地

国道469号

富士箱根伊豆
国立公園

裾野市

富士山こどもの国

勢子辻
丸火自然公園

富士宮市

計画対象区域

静岡県愛鷹山
自然環境保全地域

大棚の滝
吉永第二小学校

今宮浅間神社

大淵中学校

主要地方道
富士富士宮由比線西富士道路

大淵
第一小学校

東名富士I.C.

富士市役所

身延線

東名
高速
道路富

士
川新東名

高速道
路

静岡市

JR富士駅

JR新富士駅

田子の浦港

東海道新幹線
東海道本線

JR吉原駅

沼津市

　現在、事業者から大規模な太陽光発電設備の設置に係る市への相談がふ
えています。こうした中、昨年6月に富士山が世界遺産に登録され、これ
まで以上に富士山麓の環境保全や景観・眺望保護の取り組みが必要です。
　そこで、富士・愛鷹山麓地域環境管理計画区域内の太陽光発電設備の設
置の自粛について、新たに行政指導方針を定めましたので、お知らせしま
す。

●問い合わせ
　消防本部消防総務課
　　　　155-2852
　　　　553-4633


